
 

 

 

 

 

 

日本に来て間もない児童生徒 

には、学校生活に困らないよう

に、日常会話などをカードや絵を

用いて指導します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

現在どのような学習支援を行っ

ているか、また、今後の課題など、

情報共有のための話し合いを 

設けて、活動の振り返りを行って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

都筑区内の小中学校と連携

し、情報交換や問題解決に取

り組んでいます。 

 

 

 

 

 

ボランティア研修会を企画し、

教え方のコツや教材について

専門家の先生から学びます。 

          

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活だけでなく、保護者の

様々な相談に応じ、安心して暮

らせるようにサポートします。 

 

 

 

 

 

何に一番困っているかを把握

し、学校で学ぶ「読む」「書く」

力が習得できるように、日本

語のレベルに合わせて指導し

ています。 

2 月の入館者数：2,201 人 (2007 年 12 月 10 日～2017 年 2 月 28 日までの累積総入館者数：240,169 人)      

人） 

２０１７年３月 

 

つづきＭＹプラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ） 

〒224-0003 横浜市都筑区中川中央１-２５-１ノースポート・モール５階 
TEL：045-914-7171  FAX：045-914-7172  
E-mail：my-plaza＠tsuzuki-koryu.org   URL： http://tsuzuki-myplaza.net/ 

 

第108号 

「外国につながる子どもたち」を 
支えています 

「外国につながる子ども」とは… 

 「外国籍」 「二重国籍」 「日本国籍取得者」

などの状況にある子どもを言います 

横浜市には約 87,000 人の外国人が暮らしています。その内

8,000 人以上の児童生徒が小中学校に在籍し、都筑区内でも 

日本語指導が必要な児童生徒数は増え続けています。MY プラザ

ではボランティアと共に、毎週土曜日に小学生、中学生を対象に

した学習支援教室「KANJI クラブ」を運営しています。 

日本語を教える 

ボランティアとつながる 

教科を教える 保護者を支える 

教え方を学ぶ 学校とつながる 

お詫び 

プラザニュース 2 月号に掲載しました累積総入館者数に誤りがありました。正しくは「2007 年 12 月 10 日～」です。

お詫びして訂正いたします。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

            

 

 

つづき MY プラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ）                  
開館時間 平 日：午前１０時～午後 9 時   

        土日祝：午前１０時～午後 6 時 
休 館 日 第３月曜日(祝日の場合火曜日)、年末年始 
アクセス 市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン 

「センター北」駅下車 徒歩３分 
ノースポート・モール５階 
 

 

 

 

 

 

いよいよ、3/12 にプラザまつりが開催さ

れます。地域の皆さんにご協力いただきな

がら、準備を進めています。楽しい催しが

たくさんあるので、ぜひ、遊びにきてくだ

さい。（Y.K，M.A） 

 
 

 

編 集 後 記 

特定非営利活動法人 つづき区民交流協会 
http://www.tsuzuki-koryu.org 

中川中学校英文書道部が各

ブースのサインボードを、美術

部が写真撮影コーナーにもな

るミニステージの背景画を制

作中です。ADB（アジア開発

銀行）総会横浜開催にちなん

で、日本とアジアをテーマに描

いてくれました。 

 

 

中川中学校 美術部・英文書道

部 

つづき MY プラザでは、いろいろな年代の方がボランティアとして活躍されています。 

今回は、定年退職後に地域活動として日本語ボランティア、外国につながる子どもの学習支援ボランティア

を始めた方々にお話しを伺いました。 

永森 克巳 さん 
あいうえおつづき 

染河 邦信 さん 
ハンナの会・KANJI クラブ 

豊永 勲 さん 
ハンナの会・KANJI クラブ 

 

１年生が下描きして

色を決め、その色を２

年生が調合して作りま

す。そして、１、２年

で協力して、色を塗り

こんでいきます。皆で

協力し合って一つの大

きな作品をつくってい

ます。（美術部２年） 

Q：定年退職後に日本語ボランティアを始めたきっかけは？ 

N：退職後にやりたいことの一つだったし、地域に貢献したいと思いました。 

T：言葉を通じていろんな人と知り合いになりたいという思いから、入門講座を  

受講しました。 

S：他のボランティアをやってみた中で、今までやってきたことを活かせるのが  

日本語ボランティアでした。人とのつながりもきっかけの一つです。 

Q：地域活動（日本語、学習支援ボランティア）の魅力は何ですか？ 

N：顔が見えている人の役に立っていると実感できるところ。都筑区にとっての   

国際交流に関われていると感じます。 

T：純粋に自分が必要だと思ったとことができ、それが役に立つと、自分の心も豊 

かになります。精神的に健康!! 

S：日本の文化を学びに来ている学習者を見ると、期待に沿えるようにと頑張れます。 

Q：実際、始めてみてどうですか？ 今後の目標はありますか？ 

N：日本の文化を振り返る機会にもなっています。最終的に、外国人がプラスに    

なったと感じてくれたらいいなと思います。 

T：外国につながる子どもが多いという現実に驚きました。その子ども達が持っ

ている能力を平等に活かせるような社会、日本に来てよかったと思ってもら

える社会になるよう、周りへ発信していきたいです。 

S：大変なことをやっていると実感している。今後は、やさしい日本語を習得し、

それを広める社会をつくりたい。そして、2020 年東京オリンピックにつな

げたいと思います。 

ご協力、ありがとうございました。 


